
荘 不周 氏

大阪七絃琴館主宰
大阪関西万博中国館出演

2025年6月15日(日)

9:30〜 12:00

菊舎顕彰会

下関市長府 徳応寺 金屋町 ２－５

下関市豊北町田耕5047-4

どなたでもお越しいただけますので、
ぜひご参列ください。会場案内

主催 ９

２

２

お車でおこしの際は国道2号線、
「印内西」交差点をお曲がりください。

… 徳応寺
… 印内西交差点

七絃琴奏者

　

月
を
笠
に

　

着
て
遊
ば
ゞ
や

　

旅
の
そ
ら　

　田
上
菊
舎（
本
名
：
道
）は
、

宝
暦
三
年（
一
七
五
三
年
）に

長
門
国
田
耕
村（
現・下
関

市
豊
北
町
田
耕
）で
生
ま
れ
、

江
戸
時
代
に
活
躍
し
た
女

流
文
人
で
す
。

　
そ
の
生
き
方
は
、俳
諧
を

は
じ
め
、漢
詩
、和
歌
、琴
曲
、

書
、画
、茶
事
な
ど
多
く
の

芸
に
通
じ
、風
雅
を
重
ん
じ

る
も
の
で
し
た
。

　
そ
し
て
、文
政
九
年（
一
八

二
六
年
）の
秋
、七
十
四
年

の
生
涯
を
静
か
に
閉
じ
ま

し
た
。

無
量
寿
の

　

宝
の
山
や

　

錦
時

　令
和
七
年（
二
〇
二
五
年
）

は
そ
の
二
〇
〇
回
忌
の
節

目
を
迎
え
ま
す
。

田
上
菊
舎

連絡先 083-245-1390

Mail：info@kikusha.com連絡先 083-782-1475



菊
舎
顕
彰
会

今
後
の
行
事
予
定

◆
一
字
庵
十
二
世
立
机
式
・

句
碑
除
幕
式

日
時

十
月
十
九
日
（日
）

十
時
半
よ
り

会
場

下
関
市
立
豊
北

歴
史
民
俗
資
料
館

「太
翔
館
」

◆
菊
舎
顕
彰
俳
句
大
会

日
時

十
月
十
九
日
（日
）

十
三
時
半
よ
り

会
場

滝
部
公
民
館

「太
陽
館
」

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

旅
に
遊
ん
だ
俳
人
一
字
庵
田
上
菊
舎
は
、
文
政
九
年(

一
八
二
六)

八
月
二
十
三
日
に
、

七
十
四
年
の
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。
本
年
六
月
十
五
日(

日)

に
菊
舎
二
百
回
忌
法
要
と

関
連
行
事
を
開
催
い
た
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
「
菊
舎
忌
」
か
「
菊
舎
」
に
ち
な
ん
だ
俳
句
を
、
左
記
の
よ
う
に

募
集
い
た
し
ま
す
の
で
、
多
数
ご
投
句
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

記

募
集
要
項

※
応
募
句

官
製
は
が
き
に
「
菊
舎
忌
」
か
、
「
菊
舎
」
に
ち
な
ん
だ
一
句
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
記
入

※
投
句
締
切

五
月
末
（
当
日
消
印
有
効
）

投
句
後
の
変
更
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

※
投
句
料

無
料

※
投
句
先

〒
７
５
９-

５
５
１
２

下
関
市
豊
北
町
田
耕
四
四
五
四

菊
舎
顕
彰
会

岡

昌
子
宛

※
選
者

一
字
庵
十
一
世
、
菊
舎
顕
彰
会
会
長

※
表
彰

当
日
尊
前
に
献
句
。
の
ち
、
優
秀
句
は
歴
史
博
物
館
会
場
に
展
示
。

記
念
品
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

協
力
・

下
関
市
立
歴
史
博
物
館

「菊
舎
忌
」俳
句
募
集

菊

舎

顕

彰

会


